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요지：본 논문은 상해 시절의 이광수에 대해서 살펴 보았다. 『독립신문』의 주필로서 쓴 논
설과 상해에서 허영숙에게 보낸 편지들을 자료로 공적인 입장과 사적인 입장의 이광수에 대해
서 살펴 보았다. 갑작스러운 상해에서의 망명 생활 속에서 이광수는 『독립신문』의 주필로서 
신문이라는 미디어를 통하여 해외에 조선의 독립을 알리고 조선민족의 「단결」과「통일」을 
부르짖으며, 「국민」으로의 개조를 위해 많은 논설들을 썼다. 그러나 과중한 임무로 인한 육
체적 고통과 고독으로 인한 정신적 외로움,무엇보다 조선 민족에 대한 실망으로 인해, 상해에
서의 생활은 길지 못했다.
『독립신문』의 논설들과는 다른 개인적인 감정과 고통은 편지 속에 고스란히 담겨져 있으며, 
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（「이광수의 서한집『春園愛情書翰實錄集―사랑하는 英粛에게』에 대하여」『近代書誌』11，소
李光洙における上海時代の意味
명출판，2015）を参照されたい。
２．李光洙『私の告白』春秋社，1948，『李光洙全集』13三中堂，1962，収録p.230.　以下、李光洙の
作品については、主に初出の雑誌や新聞から引用し、三中堂の全集から引用する場合はその点を
記す。
３．『大韓人正教報』は、大韓人国民會のシベリア地方総会の機関誌として、安昌浩を中心とする米
国の国民会の総会から派遣された李剛の責任のもとで発行された朝鮮語雑誌である。崔起榮『植
民地期民族知性と文化運動』ハヌルアカデミー，2003，pp.157－161．
４．李ハヌル「上海版『独立新聞』の発刊主体と性格」成均館大学史學科修士学位論文，2008，p.8．
５．『独立新聞』103号，1921年４月21日付には「李光洙君は数月前に辞任したので読者諸彦は照亮す
ることを望む」という社告が書かれている。
６．李光洙の書翰集については、拙稿「李光洙の書翰集『春園愛情書翰実録集―愛する英粛へ』につ
いて」『近代書誌』11，ソミョン出版，2015（「이광수의 서한집『春園愛情書翰實錄集―사랑하는 
英粛에게』에 대하여」『近代書誌』11，소명출판，2015）を参照されたい。
７．『独立新聞』は創刊号から1919年10月16日（21号）までは『独立』と称したが、1919年10月25日
（22号）から『独立新聞』に変わった。『独立新聞』のテキストは、復刻版『上海独立新聞』
（韓国学資料院，2009）を用いたが、金源模編訳『春園の光復論：独立新聞』（壇国大学出版部，
2009）と、金源模『ヨンマルの雲－春園李光洙の親日と民族保存論』（壇国大学出版部，2009）も
併せて参照した。
８．『独立新聞』83号，1920年６月10日付には出版予定だった李光洙著『独立新聞論説集』の広告が
載っている。その広告には『独立新聞論説集』に収録予定だった論説のタイトルが列挙されてい
る。論説集は内容によって４篇に分けられる予定であった。第一篇「建国の心誠」には（一）
「建国の心誠」、（二）「三気論」、（三）「自由の価」、（四）「統一」、（五）「国民皆兵」、（六）
「愛国者よ」、（七）「君子と小人」、（八）「信頼せよ、容恕せよ」、（九）「新生」、（十）「世界
的な使命を受けた我族の前途は光明だ」、第二篇「独立完成の時機」には、（一）「独立完成の時
機」、（二）「独立戦争の時機」、（三）「臨時政府と国民」、（四）「独立戦争と財政」、（五）「十
事で告げる」、（六）「七可殺」、（七）「韓族の独立国民になる資格」、（八）「美日戦争」、（九）
「独立軍の勝捷」、（十）「大韓人よ」、（十一）「韓中提携の要」、（十二）「六大事」、第三篇「韓
国と日本」には、（一）「韓日両族の合することできない理由」、（二）「日本国民に告げる」、
（三）「日本人へ」、（四）「日本の五偶像」、（五）「同胞よ敵の虚言に騙されるな」、（六）「日本
の現勢」、第四篇「雑纂」には（一）「独立運動の文化的価値」、（二）「国恥第九回を哭する」、
（三）「三一節」、（四）「大韓の姉よ、妹よ」、（五）「安泰国先生を哭する」、（六）「政治的罷
工」、（七）「最後の定罪」が挙げられている。『独立新聞』は『独立新聞』86号，1920年６月24日
を発行してから６ヶ月間発行停止されたため、その影響で『独立新聞論説集』の出版が中止され
たと考えられる。
９．李光洙『私の告白』春秋社，1948，『李光洙全集』13三中堂，1962，p.233.
10．前掲書，p.233.
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11．金願模『ヨンマルの雲－春園李光洙の親日と民族保存論』壇国大学出版部，2009，p.86.
12．『独立新聞』創刊号，1919.8.21．
13．『独立新聞』15号，1919.9.29．
14．李光洙「愛する英粛へ」『李光洙全集』18三中堂，1963（李光洙「사랑하는 英粛에게」『李光洙全
集』18三中堂，1963）p.466.李光洙『春園愛情書簡実録集－愛する英粛へ』文宣社，1955（李光洙
『春園愛情書簡実録集－사랑하는 英粛へ』文宣社，1955）に未収録の書翰は「愛する英粛へ」
『李光洙全集』18三中堂，1963より引用する。
15．李光洙「愛する英粛へ」『李光洙全集』18三中堂，1963（前掲），pp.466－467.
16．（無署名）｢国民皆兵（大韓人よ、軍籍に入れ｣｣『独立新聞』46号，1920.2.14.執筆者は不明である
が、出版予定だった李光洙著『独立新聞論説集』の収録予定論説のタイトルに入っているため、
李光洙が書いたものと受け入れる。
17．前掲書。
18．（無署名）「我が国民が断定に実行する六大事（二）（新年祝賀席上の演説）」『独立新聞』36号，
1920.1.10．執筆者が不明であるが、安昌浩の新年祝賀席上の演説をまとめたものである。『独立
新聞』の論調としても受け入れる。 
19．（無署名）｢世界大戦が来るだろう｣『独立新聞』57号，1920.3.23.執筆者が不明であるが、安昌浩の
演説をまとめたものである。『独立新聞』の論調としもて受け入れる。
20．（無署名）「我が国民が断定に実行する六大事（一）（新年祝賀席上の演説）」『独立新聞』35号
1920.1.8.執筆者が不明であるが、安昌浩の新年祝賀席上の演説をまとめたものである。『独立新
聞』の論調としても受け入れる。
21．（無署名）「我が国民が断定に実行する六大事（二）（新年祝賀席上の演説）」『独立新聞』36号，
1920.1.10.執筆者が不明であるが、安昌浩の新年祝賀席上の演説をまとめたものである。『独立新
聞』の論調としても受け入れる。
22．（無署名）｢勿彷徨｣（安昌浩氏演説）『独立新聞』33号，1919.12.27.執筆者が不明であるが、安昌浩
の演説をまとめたものである。『独立新聞』の論調としても受け入れる。
23．長白山人｢宣伝改造｣『独立新聞』創刊号，1919.8.21．
24．前掲書。
25．長白山人｢宣伝改造｣『独立新聞』創刊号，1919.8.21～23号，1919.10.28.「長白山人」は、安昌浩が
李光洙につけた雅号である。「雅号の由来（二）」『三千里』1930，5月号（「雅号의 由来（二）」
『三千里』1930，5月号），p.76.
26．同じ「改造論」でも「民族改造論」（『開闢』23号，1920.5.）の「弁言」で示されているように、
読者が「この文を朝鮮民族の将来がどうなるか、どうすればこの民族を現在の衰頹から救い、幸
福と繁栄の将来へ引導するかを考える兄弟と姉妹」であること、批判の対象が500年間の朝鮮の
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祖先であること、改造の期間が長年かけての「民族改造論」であることは、根本的に「宣伝改
造」と異なる点であるといえる。
27．李光洙『春園愛情書簡実録集－愛する英粛へ』文宣社文宣社，1955（前掲），pp.87－88.
28．前掲書，pp.87－88.
29．前掲書，p.57.
30．前掲書，p.57.
31．李光洙「愛する英粛へ」『李光洙全集』18三中堂，1963（前掲），pp.466－467.
32．李光洙『春園愛情書簡実録集－愛する英粛へ』文宣社，1955（前掲），p.64．
33．この内容は李光洙「愛する英粛へ」『李光洙全集』18では「……」と伏せ字になっている。李光洙
「愛する英粛へ」『李光洙全集』18三中堂，1963（前掲），p.471.　李光洙『春園愛情書簡実録集－愛
する英粛へ』文宣社，1955（前掲），p.65． 
34．李光洙『春園愛情書簡実録集－愛する英粛へ』文宣社，1955（前掲），p.65．
35．前掲書，p.65．
36．前掲書，p.52．
37．この内容も李光洙「愛する英粛へ」『李光洙全集』では「○○」と伏せ字になっている。李光洙
「愛する英粛へ」『李光洙全集』18三中堂，1963（前掲），p.479. 李光洙『春園愛情書簡実録集－愛
する英粛へ』文宣社，1955（前掲），p.74．
38．この内容も李光洙「愛する英粛へ」『李光洙全集』では「○○病」と伏せ字になっている。李光
洙「愛する英粛へ」『李光洙全集』18三中堂，1963（前掲），p.481. 李光洙『春園愛情書簡実録集－
愛する英粛へ』文宣社，1955（前掲），p.78． 
39．李光洙『春園愛情書簡実録集－愛する英粛へ』文宣社，1955（前掲），pp.72－73．
40．前掲書，p.79.
41．前掲書，p.79.
42．李光洙『春園愛情書簡実録集－愛する英粛へ』文宣社，1955（前掲），p.55．
43．前掲書，p.59.
44．李光洙「愛する英粛へ」『李光洙全集』18三中堂，1963（前掲），p.467.　
45．この内容は「愛する英粛へ」『李光洙全集』18では「米国」の部分が「○○」と伏せ字になってい
る。しかし、二人だけの手紙に伏せ字を使ったはずがなく、編集の際に「米国」を伏せ字に処理
したと考えられる。これは意図的な削除処理として、「米国」を読者に明かしたくないことで
あったことが窺える。つまり、「米国」への移住が独立運動とは関係ない個人的な希望によるも
のとして、李光洙が独立運動家として評価されていたことに対する影響の大きさを考慮した上で
－67－
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の処理であると考えられる。李光洙　『春園愛情書簡実録集－愛する英粛へ』文宣社，1955（前
掲），p.87．「愛する英粛へ」『李光洙全集』18においてはp.469.　 
46．李光洙『春園愛情書簡実録集－愛する英粛へ』文宣社，1955（前掲），p.87．
47．李光洙「愛する英粛へ」『李光洙全集』18三中堂，1963（前掲），p.488.　
48．『独立新聞』は創刊号から21号，1919年10月16日までは『独立』と称したが、22号，1919年10月
25日から『独立新聞』に改題された。
49．『独立新聞』が上海臨時政府の機関紙であるかどうかの疑問はあるが、『独立』創刊号で默堂が
書いた「本報創刊感言」に「もし政府の機関なら政府は即ち、韓族の独立を撤出する機関ではな
いのか。そうならその機関の文芸部が刊行する言論機関だと分かれば無関であり」と『独立新
聞』が独立運動の責任を負っている臨時政府の機関紙として認知されることを認めており、臨時
政府の機関紙としての任務に忠実であったと判断できる。独立新聞社は臨時政府の附属機関では
なかったが、臨時政府の財務部が『独立新聞』の創刊費用の大部分を支払い、資金不足を臨時政
府の臨時補助金で解決したことからも、機関紙として発行されていたと考えられる。李ハヌル
「上海版『独立新聞』の発刊主体と性格」成均館大学史學科修士学位論文，2008（前掲）参照。
「臨時政府の法令」、「国務会議」と「臨時議政院の記事」、「国務院布告」などを載せていたこ
とからも臨時政府の機関紙としての任務を果たしていたと考えられる。
50．李ハヌル「上海版『独立新聞』の発刊主体と性格」成均館大学史學科修士学位論文，2008（前掲）
51．（無署名）「六大事に関する安昌浩氏の談」『独立新聞』37号，1920.1.13．執筆者が不明であるため、
『独立新聞』の論調として受け入れる。
52．本稿では、引用文においては分ち書き以外はなるべく原文のままに記した。
53．李延馥「大韓民国臨時政府と社会文化運動―独立新聞社説分析―」『史学研究』37号，1983 　（李
延馥「大韓民国臨時政府와 社会文化運動―独立新聞의 社説分析―」『史学研究』37号，1983）p205。
ここで分類された項目は次の通りである。1.創刊辞・続刊辞など……5（3.05%）2．日帝・総督府、
日本人関係……14（8.5%）3.臨時政府・議政院関係……22（13.4%）4. 国民代表会関係……13（7.9%）
5.独立運動（方法）関係……51（31%）6.国民・海外同胞関係……36（21.9%）7.記念日及び各種追念
関係……20（12.2%）8.其他……3（1.8%）。
54．（無署名）「絶対独立」『独立新聞』31号，1919.12.2.執筆者が不明であるため、『独立新聞』の論調
として受け入れる。
55．代表的なものとして李東輝を挙げることができる。
56．代表的なものとして李承晩を挙げることができる。
57．代表的なものとして安昌浩を挙げることができる。
58．（無署名）「絶対独立」『独立新聞』31号，1919.12.2.執筆者が不明であるため、『独立新聞』の論調
として受け入れる。
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59．前掲書。
60．前掲書。
61．（無署名）「戦争の年」『独立新聞』38号，1920.1.17.執筆者が不明であるため、『独立新聞』の論調
として受け入れる。
62．（無署名）｢本国同胞よ（十事で告げる）｣『独立新聞』41号，1920.1.31.執筆者は不明であるが、出
版予定だった李光洙著『独立新聞論説集』の収録予定論説のタイトルに入っているため、李光洙
が書いたものと受け入れる。
63．（無署名）｢世界的な使命を受けた我族の前途は光明だ｣『独立新聞』45号，1920.2.12.執筆者は不明
であるが、出版予定だった李光洙著『独立新聞論説集』の収録予定論説のタイトルに入っている
ため、李光洙が書いたものと受け入れる。
64．（無署名）「国務院布告」第一号『独立新聞』43号，1920.2.5. 
65．前掲書。
66．（無署名）「李総理の施政方針演説」『独立新聞』51号，1920.3.6. ３月２日議政院で行った李東輝の
施政方針演説を整理し、批判の見解も入れて書いたものとして、執筆者が不明であるため、『独
立新聞』の論調として受け入れる。
67．「皆兵」「皆納」「皆業」に関する論説は、（無署名）｢独立戦争と財政（国民皆納主義の実行
（安昌浩）｣『独立新聞』44号，1920.2.7.（無署名）｢国民皆兵（大韓人よ、軍籍に入れ｣｣『独立新
聞』46号，1920.2.14.（無署名）｢再び国民皆兵に対して｣『独立新聞』57号，1920.3.23.ソンアジ｢赤手
空拳（独立運動進行方針私見）｣『独立新聞』101号，1920.6.5～86号，1920.6.24.天才｢国民皆業｣
『独立新聞』101号，1921.4.2.などがある。
68．共立協会の会長は安昌浩であった。
69．「論説：国民論」『共立新聞』1908.12.9.白東玄「大韓帝国期民族認識と国家構想」高麗大学　大学
院韓国史学科博士学位論文，2004.（백동현「大韓帝国期民族認識과 国家構想」고려대학 교대학
원 한국사학과 박사학위논문，2004.），p.202より再引用。
70．（無署名）「我が国民が断定に実行する六大事（一）（新年祝賀席上の演説）安昌浩」『独立新聞』
35号，1920.1.8.執筆者が不明であるが、安昌浩の新年祝賀席上の演説をまとめたものである。『独
立新聞』の論調としても受け入れる。
71．（無署名）｢愛国者よ｣『独立新聞』14号，1919.9.27.執筆者は不明であるが、出版予定だった李光洙
著『独立新聞論説集』の収録予定論説のタイトルに入っているため、李光洙が書いたものと受け
入れる。
72．（無署名）｢七可殺｣『独立新聞』43号，1920.2.5.執筆者は不明であるが、出版予定だった李光洙著
『独立新聞論説集』の収録予定論説のタイトルに入っているため、李光洙が書いたものと受け入
れる。
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73．『独立新聞』では、「敵」という日本人に対する呼称に対し、日本に協力している朝鮮人や朝鮮
の独立運動に協力しない朝鮮人を「売国賊」「賊」として区別していた。これは民族に対する自
覚によって植民地朝鮮、独立戦争を起こさないことに対して日本人なり、朝鮮人なりの責任があ
るということを明らかに分けて認識していたことを意味していると考えられる。「敵」と「賊」
は、韓国語では２つとも「적（チョック）」という同音異義語である。
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